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 『文化と言語』第 78、79 号に発表したリムスキー＝コルサコフ著『我が音
楽生活の年代記』の翻訳の続きである。今号では第 7章と第 8章を訳出する。 




































                                                        
1 底本の注によると、《ログネーダ》の初演は実際には 1865年 10月 27日に行われた。 




























































































                                                        




































                                                        






























































































                                                        








































                                                        
9 「現在、在ニューヨークロシア領事」という、執筆当時（1906年）のリムスキー＝コ
ルサコフ自身の注釈がついている。 






















（第 5 番から第 12 番）を書いた。ロマンスの最初の 4 曲は、非常にうれしい
ことに、バラキレフの強い勧めでベルナルドによって出版された10。もちろん、
わたしには一銭たりとも入らなかったが。 
 1867 年 9 月になって、夏の間散り散りになっていた音楽仲間がまた集まっ
てきた。7月 14日に書き始めていた《サトコー》のスコアは 9月 30日に完成
した。《サトコー》は皆に褒められ、特に第 3楽章（4分の 2拍子の踊り）が
認められた。それはまったく当然である。この交響的音画を作曲していると
                                                        




































































































幻想曲》（再演）、そしてわたしの《サトコー》（12 月 9 日の演奏会）が演
                                                        
12 ヴァシーリー・アレクセエヴィチ・コログリヴォフ（Василий Алексеевич Кологривов, 
1820－1874）。アマチュアのチェリスト。ロシア音楽協会の創設者の一人。ペテルブ
ルグ音楽院創設時、アントン・ルビンシテインの補佐役を務めた。 
13 アナトーリー・コンスタンチノヴィチ・リャードフ（Анатолий Константинович Лядов, 
1855－1914）。作曲家で、リムスキー＝コルサコフの弟子。1878年からペテルブルグ
音楽院で教鞭を執る。 



























































                                                        
15 レオポルド・アウアー／レオポリド・セミョノヴィチ・アウエル（Leopold Auer / 





Leszetycki / Федор Осипович Лешетицкий, 1830－1915）。ポーランドのピアニスト。
1852－1878年にペテルブルグ在住。62年からはペテルブルグ音楽院教授を務める。78
年以降はウィーンに移り、名ピアノ教師として全ヨーロッパでその名を轟かせた。 






























                                                        
18 アレクサンドル・イヴァノヴィチ・ルベツ（Александр Иванович Рубец, 1838－1913）。
声楽と音楽理論の教師。1866－1895年にペテルブルグ音楽院教授を務める。 
19 アレクサンドル・セルゲエヴィチ・ファミンツィン（Александр Сергеевич Фаминцын, 
1841－1896）。ロシア音楽史研究者、音楽理論家、音楽評論家。 
 































































































                                                        
21 底本の注によると、ここでリムスキー＝コルサコフが記しているボロディンの一日の
過ごし方は、1870年代初頭の頃のことのようである。 
































                                                        
23 ニコライ・イヴァノヴィチ・ザレムバ（Николай Иванович Заремба, 1821－1879）。ロ
シアの音楽理論家、作曲家。1862年からペテルブルグ音楽院教授、1867－1871年は院
長を務める。 





























                                                        















題（第 1楽章の嬰ヘ長調 8分の 6拍子の旋律と、第 3楽章の第 2主題であるイ
長調 4分の 4拍子の旋律）は、ボロディンの手元にあったフランスで出版され
たアルジェリアのアラブの旋律集からわたしが取ったものであり、第 4楽章の















                                                        
25 ニコライ・フィリッポヴィチ・フリスチアノヴィチ（Николай Филиппович 
Христианович, 1828－1890）。ピアニスト、作曲家。ロシアの地方都市の音楽文化発展
のための活動に従事。 




























ことができたのである。1 回目のモンスター・コンサートは 1867 年春にバラ










1868年 5月 5日（日） 
V.A.コログリヴォフの演奏会 
ミハイロフスキー馬場 
第 1 部 
1．オラトリオ《聖パウロ》（メンデルスゾーン作曲） 
2．Gloria Patri（無伴奏合唱）（トゥルチャニノフ26作曲） 







第 2 部 
1．聖書の伝説〔《アタリー》〕序曲 Op.74（メンデルスゾーン作曲） 
2．Gloria Domini（無伴奏合唱）（バフメテフ28作曲） 
3．《Fuite en Egypte》序曲（ベルリオーズ作曲） 
4．聖詠より（ボルトニャンスキー作曲） 
                                                        
26 ピョートル・イヴァノヴィチ・トゥルチャニノフ（Петр Иванович Турчанинов, 1779－
1856）。教会音楽の作曲家。 





28 ニコライ・イヴァノヴィチ・バフメテフ（Николай Иванович Бахметев, 1807－1891）。
作曲家、ヴァイオリニスト。1861－1883年、帝室合唱団の楽長を務める。 
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ときにボロディンは《海の女王》というロマンスを書いた。それは変わった 2
度音程が伴奏のフィギュレーションの中に出てくる曲である。ついでながら、
マコヴニツィで輪舞のときに聞いた歌を思い出しておこう。 
 
 
 
 
残念ながら、なぜかその後、この歌はどの曲にも使えなかった。 
 ペテルブルグに戻り、《アンタール》の作曲を終えてから、わたしは《プ
スコフの娘》のいくつかの場面にとりかかり、《ラーダ王女のおとぎ話》を
書き、さらに合唱《キイチゴとスグリを採りに》と鬼ごっこの場面をざっと
スケッチした。アレクサンドラ・プルゴリドはわたしのおとぎ話を見事に演
じた。V.V.スターソフは感激し、唸り、騒いでいた。おとぎ話が気に入ったの
はスターソフ一人ではなかった。 
 秋にペテルブルグに戻ってきてから、ボロディン夫妻は、わたしが出発し
た後マコヴニツィで目の前で起こった不思議な出来事について話してくれた。
わたしが聞いたのは次のような話である。なんでも、一時的な禁欲の影響で、
N.N.ロドゥイジェンスキーは、むき出しの、しかも釘がいっぱい打ち付けてあ
る板の上に寝ていたらしい。また、村で断食しながら、古びて汚れた服を着
て祈っていたとか、老いた痩せ馬に乗って痛悔機密に行ったかと思えば、次
の日の朝には全身新しい服を着て立派な三頭馬車に乗って領聖に向かいなが
ら、家に引き返し、「こんなことはすべて馬鹿げたことだ」と叫び、家でポ
ルカか何かを踊り始めたというのだ。何とも変わった不可解な変人だ。賢く、
教養があり、有能で、それでいてまるで何の役にも立たないかのようだ。ニ
コライ・ロドゥイジェンスキーは「すべてうまくいく」と言っていたが、実
際にそれからずっと経ってからすべて「うまくいき」、有能な外交官か、あ
るいは少なくとも有能な外務省の役人になったのだった。 
 
